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研究成果の概要（和文）：長らく「地母神」信仰は人類最古の宗教形態とみなされてきた。乳房や女性性器を強
調した先史時代の裸体女性彫刻・土偶がその証拠されてきた。だが、それらすべては高さ10cmm前後であり、片
手に入るさいずであり、祀る対象とは考えにくい。加えて、人類最古の文明である古代メソポタミアにおいて、
神が人間の姿で表彰されはじめるのは、前2800年ころであり、それ以前に神が人間の姿で表彰されることはな
い。
以上の事実は、「地母神」信仰の根拠がじつに薄弱であったことを示している。

研究成果の概要（英文）：The belief in "the Mother Goddess" has been generally recognized as the 
oldest phenomenon of human religion and evidenced by the prehistoric female figures in which the 
breasts and sexual organ are very much exaggerated. However, the size of all the figures are so 
small (about 10cm high) that one can hold them in a hand. They could hardly be the objects of 
worshipping. Adding to that, in ancient Mesopotamia where the oldest human civilization was 
developed, the deity was represented in human form in the Early Dynastic period of Sumer (2900-2400 
BCE) and after. Before that period the deity was not expressed in a human figure. The facts 
mentioned here should suggest that the identification of the prehistoric naked female figures and "
the Mother Goddess" is very dubious
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研究成果の学術的意義や社会的意義
上に述べたように、19世紀中葉以来、人類最古の宗教形態とみなされてきた「地母神」信仰は、その証拠なるも
のが正しい解釈に基づいていないことが明らかになった。したがって、「地母神」概念の意義は再考されねばな
らず、それをもって人類宗教史ひいては精神史を語ることは適切ではない。その点を公けにしてゆくことに学術
的意義があると認められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

宗教学において、20世紀末葉から宗教起源論は影を潜めたといってよいが、なお前提にされて
いる概念のひとつに「地母神」信仰がある。それは、人類は母権制社会を経験してきた、といっ
た前提に基づく。バッハオーフェン『母権論』（1861年）、モルガン『古代社会』（1877年）、
エンゲルス『家族・私有財産及び国家の起源』（1884年）などが20世紀さらには21世紀になっ
てなお大きな影響を与え続けているからである。そして、神話学では豊穣を司る女神が、考古学
では乳房や女性器が強調された古代の彫刻や土偶が「……のヴィーナス」と呼ばれ、「地母神」
と結びつけられてきた。それがさらにユング心理学の「グレート・マザー」概念とも結びつけら
れた。 
 
２．研究の目的 

本研究主たる目的は、上にも述べたように、「地母神」と称される考古資料や神話に登場する
女神を、人類学、神話学、考古学、心理学の分野の研究者の協力をえて、綜合的、実証的に検討
を加え、「地母神」概念が古代宗教を分析するうえで学術的に有効な概念かどうかを再検討する
ことにおかれた。結果的に、それは神概念の起源を問い直すことにもなるだろう。 
 
３．研究の方法 

本研究は、 
①人類学、考古学の最新の研究成果に基づき、先史社会の生産形態、農耕を経済基盤として発

達した古代都市社会の構造を明らかにし、そうした背景に照らして、「地母神」と呼ばれてきた、
女性を表現した先史時代の彫刻や土偶を実地検分したうえで、その機能と意味を新たに探求す
る。 

②神話学、文献学に基づき、古代の文献・図像資料にみられる女神像を実証的に探究する。古
代の文献・図像資料を収蔵している海外の研究機関および博物館で資料調査を実施する。③こう
して得られた「地母神」をめぐる諸分野の知見を総合し、本研究の主たる目的である「地母神」
概念の妥当性に迫ってゆく。 
 

４．研究成果 

三年間にわたる研究の成果を一言で表現すれば、人類宗教史において、これまで疑問を差し挟む

ことなく使用されてきた「地母神」概念は学術上の妥当性に欠けることが明らかになった、とい

ってよい。以下、そのような結論にいたった主な理由を掲げる。 

①人類の家族システムに関する最新の研究によれば、人類最古の家族形態は母権制でなく、い

わんや父権制でもありえず、むしろ「核家族」を基本にしていた可能性がきわめて高い（E・ト

ッド『家族システムの起源 I』上・下、2016）。 

②人類が農耕を開始したのは前 9000 年ほど前の西アジアで

あったが、「地母神」と解されてきた乳房や性器を強調する女性

像（「……のヴィーナス」）はそれよりはるか以前、人類が農耕

以前の採集社会を営んでいた４～２万年前に年代づけられる。 

③それらの女性像は、主に、ヨーロッパ大陸で発見されてお

り、発表されているものは 20 点余に及ぶが、それらはすべて片

手でつかめる大きさである。最古の「ホーレ・フェルスのヴィ

ーナス」（右写真）は僅か 6 ㎝、そのほかでも、11 ㎝を超える

事例は見当たらない。つまり、先史時代における崇拝の対象と

しては小さすぎる。 

④古代メソポタミアにおいて、「地母神」とみなされてきたのはシュメル時代のイナンナ女神



であり、アッシリア・バビロニアのイシュタル女神である。この女神は

前 2000 年以降の神話や祭儀にしばしば登場する。だが、女性の姿で描

かれるのは、シュメル初期王朝第 II期（前 2700 年頃）以降である。そ

れ以前には、そもそも神々が人間の姿を取る「人型神観」

（anthropomorphism）は観察されない。神々はむしろ様々な象徴物で表

象され、イナンナ女神は前 3200 年頃の石製壺の彫刻（右写真）にみら

れるように、葦を束ねた柱（中央の女性神官の背後の２本の柱）によっ

て表わされた。⑤メソポタミアの諸遺跡からは、イナンナ/イシュタル女神への祈りを記したシ

ュメル語、アッカド語の楔形文字書板が少なからず発見されている。だが、そこに豊穣祈願はほ

とんどみられない。 

 こうした事実に照らし、本研究の成果として、これまで自明視されてきた「地母神」という概

念をもって、先史時代および古代文明期の宗教を論ずることはできないこと、むしろ、「地母神」

は一般宗教史を語る概念装置としては放棄すべきであることが明らかになった、と思われる。 
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